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平成 16年 9月 22日

盛岡市立乙部中学校

道徳学習指導案

指導者 盛 岡市立乙部中学校 教 諭 及 川 千 暁

(水)第 5校時

1年B組  男 子16名  女 子 17名  計 33名

集団生活の向上 4-(1)  資 料名 r選手に選ばれて」

東京書籍 「中学道徳 明 日をひらく1」

4 主 題について

内容項目4-(1)は 、「自口が属する様々な集団の意義についての理解を深め、役割と責任を自

覚し集団生活の向上に努める」ことを目指している。本時では特に、生徒一人一人が利己心を売服

し、協力し合つて集団生活の向上に努める心情を養う手とをねらっている。
、生徒たちは、中学一年生という時期もあるが、自己中心的な考えを持つてしまう生徒が、相手や

集団を優先させて考えることができる生徒を若干上回る。集団で何かをやり遂げたという満足感や

達成感は大きく感 じるものの、心を合わせて努力しようという雰囲気はなかなかつくれない。

自分の考えを書き表すことはできるが、発表や意見交換に関しては消極的であり、話し合いは班

単位できえ難しいという実態である。友達の考えを聞くことによって考え直 したり考えを深めたり

することができるが、そのためには指名発表や学級通信による紹介が必要である。

そこで、資料 「選手に選ばれて」を使つて、集団の一員として自他の立場を理解 し、進んでみん

なのために尽 くし、集団生活の向上を図ろうとする意欲を深めたいと考え、この主題を設定した。

5 本 時のねらい

生徒一人一人が互いの立場を理解 し、協力し合つて集団生活の向上に努めようとする心情を養う。

6 本 時の指導の構想                              ,

資料 『選手に選ばれて』は、主人公であるA君 が、学級選挙で一方的にリレ■の選手に選ばれる

が、勉強に専念するため「今年は絶対に出ない。」と果議を申し立てるというストーリエである。そ

れに対して学級は、「選挙で決まつた以上義務があるし、また、個人のことど学級のこととどちらが

大切か」と訴え、主人公は 「学級のことも大切だが個人の気持ちも大切にしてほしい」と訴えると

ころで、結論を持ち越 して話は終わる。       _

授業の導入では、「今までに、何かの仕事や役職を、本意でないのに引受けたり押 し付けられそう

になったりしたことはないか」という問いに対して、数人に指名しその時の気持ちを発言させ、全

ての役職が立候補により決まるのが理想だが必ずしもそうはいかない、ということに気づかせる。

授業の前半では、A君 がリレー選手を断るまでの理由や心の動きを (批判的な意見から共感的な

意見へという流れそ)十 分に把握させる。そして、学級の言い分についてその正当性や不当性につ

いて検討させるも授業の後半では、「この学級のみんなが考えなければならないことは何か」を考え

させて価値に迫 りたい。さらに、「自分がこの学級の一員だつたらこのあとどうするか」という問い

を通 して、学級の一員としておたがいの立場をよく理解じ合い、協力し合つて集団生活の向上に努

めようという意欲を深めさせたい。

7 本 時の評価の観点

お互いの立場を理解 し協力じ合つて、集団生活の向上に努めようとする心情を自分の言葉で表現

できたか。

-184-



8、展開
i  '   1 : 半

段
階

時
間 詫聖密髪島豊ダ

期待する生徒の反応 指導上の留意点

導

入

７
分

0感 想の紹介

°
蒔ぎ げ

や
け
な

ｏち

博
親
非
聯
舗

の
引
そ
な
な

か
ら
れ
は
ん

何
が
ら
と
ど

なヽ
け
こ
ば

に
々
付
た
れ

ｏ

で
嫌
し
し
す
か

ま
を
押
り
と
た

今
職
り
た
る

つ

役
た

つ
あ
だ

Ｏ ・最終的には自分で立候補したので、嫌だつたわ

なが考えなければならないのは何だろう

准を教三丁密霧薔倍看?泥

号骨:暑暑景::宮i:そ

抹ゼ年撃暑桑逗梁鱒得F紹

展

開

① 資料を読み、あらすじを
確認する。

1、 A君 の考えをどう思うか

2、学級の言い分をどう思う
か 。

3払た戻存尋R尭音警総緒終
ろう

!暑8骨岳岳宮昌脅を営:営皆暑ii営母誉とて
も遅い。

1景 雪:自 言宮:皆 骨:告 書宙督を:サ をとを暑
べきだ。

ネ昌魯そ暑g:岳 二:|::暑 魯:暑 ;号 を]:
りまえだ。

i言含宮督旨岳3昌暑::宮を骨を::
:空と議器旨斉る勇を発揮するような学級を作る
こと

客ら暑言暑魯岳3を:皆暑
ふまRみ、みえ象負革ち各種

t審岳Sをを?唇讐:宮薬
感的にとらえさせる。

と嵩登蜜雇ど梁堕醒冴高努
をとらえさせる。

・

・
を援暑らt含醤畳を基畳言
せる。

４０
分

4ち見をどぁ縁害号字百暴ダ
1 軽チ 轟 夕 [ [ 岳を
Fを示居;昏畳移宅唇|||ど讐ち人はいないか、

i   鶴 麦

と
は
か

員
と
づ

一
こ
気

の
る
に

級
き
と

学
で
こ

て
に
る

し
分
あ

と
自
ん

選

ヽ
さ

ｏ

・友Ｘ
恵
協

終
　
結 ３

分

O教 師の感想と実践への意
欲づけ 曇品た墾溌口暫薇縁覇L首

るよう促す。

-185-



スコ
マ
切

主題名 集団生活の向上 資料 選手に選ばれて

本時のねらい
生徒T人 一人が互いの立場を理解し、協力し合つて集回生活の向上に努めようとする
心情を養う。

主なる場面 A君と学級の考え 指導の意図 期待する生徒の反応 発問

選挙の後、A君

は異議を申じ
立てる。

【A君】
。今年は出ないと決
めている。
・勉強のために陸
上部だつてやめた
のに、なぜ学級の
リレーに出なけれ
ばならないのか。

嫌だから、という
理由ではなく、勉
強のため、という
理由があること、
陸上部をやめる
にも随分苦しんだ
ことをつかませ
る。

(批判■共感)

・仕方ない一勉強も、それを
優先しようという気持ちも大
事だ。        1
・理由を言わなければ
・せっかくの期待には応えた
ほうがいい
,ずるい二自分勝手だ
口嫌なら先に言えばいい

口A君の考え方
や、この場での言
動にづいて、どう
思いますか。
(判断一理由)

A君 に対しての
学級の言い分

【学級】
B選挙で一度決まっ
たからには引受け
る義務がある
。自分の都合で引
受けないのは自分
勝手だ
。個人のことと学級
のこととどっちが大
切なんだ

(民主主義の原
則にのつとって)
「学級のためにや
るのは当然だ」と
いう考えを押し付
けており、A君の
気持ちを考えてい
ないことを押さえ
させる。

・宇級のことをみんなで決め
たのだから当然だ
。自分のことより学級のことを
大切にする本きだ
。個人のことを無視して押し
付けるのはよくない。

・学級の言い分に
ついてどう思いま
すか。
(判断一理由)

柄師を持ち越し
て学級会が終
わる。

どちらか力`一方
的に悪いのでは
なく、どちらも改
めなければなら均
いところがあるこ
とに気づかせる。

・TE手の立場に立つて物を考
えること
口すこし球慢すること
,機り合うこと
・自分の意見を主張すること
・人の意見を聞くこと
,話し合いをすること
。みんなの意見を公正に言い
含える場をもつこと
口考えを共通理解すること

・A君 を含め学級
のみんなに足り
なかつたのはど
んなことだろう。

このような事態は
日常生活でも起
こりうるということ

を踏まえ、よりよ
い解決方法を探
し実践しようとす
る意欲づけを図る

・A君 を1 -橋 に頑 張 ろうJと

励ます
・A君でなければならない理
由を教えてあげる
日勉強は手伝うから引き受け
てほしいと伝える
'期待されることはどんなに
すばらしいか話して聞かせる
。みんなで笑顔でお願いにい
く
・他に引受けてもいいと言う
人を手分けして探す
。決めなおすよう提案する
。「引き受けてもいい」という
人にお願いするよう提慕する

・あなたがこの学
級の一員だつた
ら、この後どうし
たらいいと思いま
すか。
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着 ―― 学 習 資 料   ■ 3 選 手 rこ 選 r封 け て

はじめに

今までに、何かの仕事や峨職を、やうたくないのに引き受けたり押し付けられたりしたこ

とはありませんか。ある人はその時の気持ちを書いてください。

選 覇 喜 宰 軒 ヨ 舞 章】等   ■ 8 響 E_ど こ 響 電『ま 打 じ
~て

氏名 (

①質問に対して、「判断」とその 「根拠」を明確にして答えること。

②相手の話をよく聞き、その話に対し自分の考えを述ぶること。こうしないと話がか

み合わない。

C内容は要点を押さえて、はつきり話すこと。聞き取りにくかったり、何を言いたい

のかわからないようではいけない。

④自分の考えと連う人をやり込めるのが目的ではなけ、 しい砿 互いに納得がいくよ

うに突つ込んて話し合つてみよう。

I A君 を含めたこの学扱のみんなに欠けていたことは、とんなことだろう。

4 自 分がこの学級の一員だつたら、このあとをうしたらいいと思いますが。

1 勉 強に事念するためにリレーに出ないというA君 を、とう思いますか。

ア 幸町

。当然である (自分もそうするに違いない)

・仕方がない (自分もそうするかもしれない)

と   i呂占芳澄縦乳転甚雛掛呈↓、AA君の考えはえらいと肺)
T   イ触

そのように考える理由を書いてください。

2 聴 選!貴れた以上玉クラス全員の代表として出場する覇議がある」というみんなの意見を、

どう思いますか。

7判 断

・当然である (自分もそう思うに違いない)
・仕方がない (自分もそう思うかもしれない)
・悪い (自分であればそんなふうには思わない)
・立派である(自分がそう思うかどうかはわからないが、みんなの考えはえらいと思う)

イ 醜

そのように考える理由を書いてくたさい。


